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驚 、　， i　－ u 一
ディアンに伝わったのか知りたい。一方，インディアンの太陽神への供物は野生牛であっ
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た。木村武史「北米大平原文化地域のサンダンス」（松村・渡辺編，前掲書，上巻，所収）
にいう。サンダンスとは北米先佐民の問で行われる太陽崇拝の儀礼で，日の出から夜半ま
で，日中の強いB差しの下で踊り続ける儀礼行為である。この儀礼では野牛が人びとに踊
りを教えたとされる。人びとは野牛の肉を食べて楽しむ。サンダンスのチーフは儀礼に入
る前から祈り中心の生活を送り，断食・断飲し，盤行為を控える。図3に掲げられた写真
によると，クロー族のサンダンスの指導者が，柱頭から引いた数本の綱で固定された電信
柱ほどの柱の中ほどに野牛の生ま首を懸け，その下で祈っている（267－87頁）。野牛は馬
が移入される髄の太陽神であった。古代ペルシアでは地上十数メートルの石柱の柱頭に梁
受けとして左右に馬や牛の見事な石彫を載せるが，インディアンの場合は柱の中ほどに野
牛の生ま首を固定する。首は1対になっておらず1つだけである。野牛は太陽神の他我
で，太陽は牛の血と肉で若返ると信じられた。ローマのミトラス教で，太陽神ミトラスが
洞窟で殺害された牡牛の血をかぶって再生する儀礼と通じるものがある。インディァンら
は柱の周囲を輪になって踊ることにより，太陽神である柱と野牛を再生させると共に，自
らも放神状態になり神と合一した。ダンスの指導者は飲食を控えてきたので，野牛の血肉
を食べることにより太陽神そのものとなると信じたと思う。人問の女性との性交を断った
ので，祭りのあと彼と交会する女性は太陽神の子を授かると思ったであろう。太陽神を女
神と見る文化では，彼と交会する女性は太陽神の代わりと見なされたであろう。
　アレクサンダー大王が没したあと，彼の部将の1人セレウコスによってシリアを中心に
セレウコス朝（前305一前63）が建てられた。この王朝の弱体化と並行して，イラン系の
パルティア王朝（薗247一後226）が興起する。パルティア人は太陽神ミトラを崇拝して
いた。『プルターク英雄伝』（8，河野与一訳，岩波文庫，1955年）「ポンペイウス」による
と，小アジアの南岸東部のキリキアから起こった海賊が巨大勢力になり，小アジアやギリ
シアの神聖な詑堂を次々に襲って荒廃せしめた。彼らはペルシアの太陽神ミトラスの宗教
を受容し，その教えが現在にまで伝わっている。海賊はm一マ本土にまで上陸し，掠奪を
恣にしたので，前67年，ポンペイウスによって掃蕩された（24－25）。海賊は掃蕩された
が，ミトラス（ペルシア語ミトラ／ミスラのラテン語形）の秘儀はロー一マに残り，キリス
ト教の成立に大きな影響を与えた。例えばバビロンを始めとした各地で行われた春分の一
夜婚と冬至の天の子誕生の伝統はカトリックの3月25日の受胎欝知日と12月25日の聖誕
臼に残っている。救世主ミトラの思想はキリスト教の救世主の思想の中に見られ，仏教の
弥勒菩薩の中にも見られる。弥勒ということばはサンスクリットを写音したものではな
く，中期イラン語（前婆世紀には古代ペルシア語は中期形に移行してした）のミフラク
（ミフラ〈ミスラ〉さまの意）に由来する。弥勒菩薩は仏滅後56億7千万年たって庶民を
救済するためにこの世に出現するといわれる。
　ローマでは太陽神ミトラス信仰は根づいた。イランのミスラ信仰では白馬が供犠された
がローマのミトラス信仰では牡牛が供犠された。周知のように，「イタリア」という名前は
ラテン語の「牛の圏」に由来する。海賊がイタリアに侵入したとき，イランの伝統的な太
陽神と馬の関係が太陽神と牛に変わったのかも知れない。ミトラス教はローマ兵の問にも
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広がったので，その神殿跡がロンドンのシティからも出土している。イタリアには太陽神
ミトラスの信仰が移入される前から太陽神ソルの信仰があった。ソル信｛職ま馬と結びつい
ていたのかどうか自分には分からない。侵入してきたミトラス信仰はソル信偉に取って代
わることなく，2つの信佛が並行して行われた。顕教としてのソル信侮と密教としてのミ
トラス信仰の認識があったのではなかろうか。小川英雄「ミトラスの密儀と太陽神」（松村・
渡辺編，前掲書，下）には，ソルとミトラスが併記された碑文が圧倒的に多数を占め，こ
れらの場合，太陽神は顕密，昼夜2種類の神ではなく1種類の神を指すように見える（187
頁以下）。吉田大輔「ヒッタイトの太陽神」（前掲書，下）では，ヒッタイトの太陽神には
天の太陽神と地の太陽神のような起源の異なる複数の太陽神があったことが示される。ま
た，小川はローマには2つの太陽神が存在したとするD．ユランシーの説を挙げる（196
頁）。日本神話では，スサノヲは天の斑駒の皮をアマテラス，別の伝承ではワカヒルメの上
に投げ落とす。ワカヒルメは文字どおり若い太陽の女で，アマテラスの忌機屋の作業助手
に類する者ではない。ギリシア神話の男姓太陽神ゼウスとその子アポUンのような親子で
ある。松村武雄はアマテラスは本来は男神であったが，男神を祭る巫女が神として祭られ
るようになったという仮説を立てた。ゲルマン諸語では男性形の太陽と女樵形の太陽があ
るので松村の仮説は傾聴に値する。アマテラスとワカヒルメの対偶は，アマテラスが女神
とされた時代の母子であろうか。
　古代西アジアの宮殿や墓廟に見られる柱の柱頭に左右に馬の頭が据えられる。牛の場合
もある。馬は柱頭に据えられた供犠が原型であった。アケメネス朝の場合，キュUス大王
の供犠に関しては西洋古典にいくつかの文証が残っており，それ以需のものとして，テペ・
シアルク出土の彩文土器に2匹の馬と2つの太陽の文様があるのでこの伝統は極めて古い
ものと考えられる。ペルセポリス筥殿の石柱はいずれもその高さはナ数メートルある。ア
パダーナ形式の軒や庇を支える柱の上に兇られる馬や牛は，常時太陽に向かって供えられ
た太陽の他我であった。このことで宮殿や墓廟は守られて安定したと考えられる。日本神
話では，天の2匹の馬の表象である天の斑駒の皮が，天の墓廟に入った太陽神アマテラス
母子に投げ落とされた。この場合は柱を必要としなかったのであろう。私は「祖先柱考」
で，柱は祖先神の表象であることを論じたが，ペルセポリスやスーサの筥殿あるいはナク
シェ・ロスタムその他の墓廟にある柱頭に馬や牛の頭を載せた柱はトーテム・ポールであ
ると考えるようになった。
　東普時代の中国僧法顕は，399年長安を幽発し求法巡礼の旅に出た。西域諸国から北天
竺に入り，中天竺，東天竺を経て帰路はスリ・ランカ島，ジャヴァ島で過ごし413年建康（南
京）に帰還した。法顕は中天竺のマガダ（摩蜴提）国を訪れた。城の爾3里余の所に大塔
があり，塔の前に仏足跡があった。そこに精舎があり石柱が1本立っていた。石柱の周囲
は1丈4尺（4．2メートル），高さは3丈余（10メートル）あった。塔の北3－400歩の所
’Jて『｛ン
にも石柱があり，これも高さが3丈余で柱頭に師子を載せていた（il法顕伝・宋雲行紀』長
沢和俊訳注，東洋文庫，1971年，98－9頁）。この石柱の師子は1体と考えられる。梁受け
につくられたものではないようで，柱も1本が遺跡の中に立つように描写されている。抽
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頭については欝及がない。法顕がマガダ国に到着する前に訪れたのはヴァイシャーリー
（蹴舎離）国で，ここは釈迦がその一生を閉じた聖地である。法顕によると，この地には遊
女アームラパーリーが釈迦に寄進した家があり，仏のために建てた塔ももとのままあると
いう（前掲書，89頁）。前掲書，92頁の写真に「ヴァイシャーリーのアショーカ王塔」の
題でアショーカ王の柱が見られる。柱頭には長方形の台座が据えられ，その上にライオン
がうずくまっている。柱はマガダ国の柱のようにIOメートルあるとは愚われない。　B測
では7－8メートルの石柱で上部がやや細くなったエンタシス形式である。地下に柱の下
部がかなりの長さが埋まっている。
　法顕から230年後の唐太宗の貞観3年（629），求法巡礼のため長安を出発し，貞観19年
長安に帰還した玄婁もf大唐西域記』（水谷真成訳，中国古典文学大系　22，平凡社，1971
年）の中でアショーカ王柱のことに触れている。ヴァイシャーリー（吠舎縫）にはアショ　一一
力王の建てた仏塔があり傍らに石柱がある。高さ50－60尺，柱頭に師子の像がつくってあ
る（230頁）。マガダ（摩掲陀）国のアショーカ王の仏塔から遠からざる所にある精禽に大
きな仏足石がある。この精舎から遠からざる所に大石柱がある。高さ30余尺の石柱であ
る（346－7頁）。
　玄奨の記録には法顕が書き残したマガダ国のアショーカ王の石柱で，上に師子がいるも
のの記録がない。恐らくこちらは破砕されたのであろう。アショーカ王柱は精舎や仏塔の
傍らに立つ1本の石柱で，建築部材の1部ではない。それは祖先柱で，柱上にうずくまる
師子はアショーカ王の祖先獣と考えられる。また，アショーカ王の勢力版図であったヴァ
イシャーり一国とマガダ国の祖先獣であり守護神でもあった。柱の上に長方形の台をつ
け，その上に立ったり，うずくまったりする動物を据える古代エジプトのノモス（州）の
しるしである旗印を想起させる。エジプトには歴史時代，爾北両エジプトには22と20の
ギリシア語でノモスと呼ばれる行政区があった。ノモスは発生的にはいくつかの部族の集
合体であった。部族はそれぞれ祖先神として動物の姿をした神を持っており，合併，集合
により1つの動物神がノモスを代表するようになった。それぞれのノモスの代表神は，竿
の上に据えられた長方形の台の上に載せられ，行事のあるときは行列の先頭に立った。英
語でスタンダードと訳される旗印がこれである（ロザリー・デイヴィッドil古代エジプト
人』近藤二郎訳，筑摩書房，1986年，31・－2頁）。台に載る鳥獣の像は剥製やミイラのほか，
本製や金属製のものもあったが，後には鳥獣の特徴となる羽や皮で代表されるようにな
る。イスラエル人は430年にわたるエジプトでの奴隷生活のあと，モーセに率いられてエ
ジプトを脱Mする（「出エジプト記」12．40－1）。モーセの兄アロンは，脱出行の途中，
モーセがシナイ山で主と会い山を下りてこない問，人びとから金の耳輪を集めそれで小牛
像をつくり，イスラエル人の先頭に立って人びとを導く神々の1つとした。中でも牡の金
の小牛は代表的なものであった。イスラエル人は各地のノモスでの長い奴隷生活でエジプ
ト人的な祖先獣の観念を知ったのかも知れない。あるいはエジプト人と隅じくらい古く，
一一一一 神教化する以前にこの轡慣があったのかも知れない。エジプト人の行列の先頭を行く柱
は祖先柱で，柱頭の動物はトーテムであった。アショーカ王柱は王の版図の国々の国柱で
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あった（国柱はタイ王国にも見られ，歴史的な国柱は拝観することができる）。イスラム史
上国家の重臣に与えられた称号にルクン・アル・ダウラ（Wクノッドウレ）がある。意味
は「国家の柱石」である。称号を授けられた者は祖先柱にも等しい国家の守護者と見なさ
れたのであろう。インドの場合，アショーカ王石柱は仏足跡と一体と見なされていた。つ
まり石柱は始祖としての釈迦の柱であり，獅子座に座る釈迦から連想できるように，トー
テム獣は獅子であった。釈迦は出家するとき葦毛の馬カンタカに乗ったが，該嶺個所のア
ショーカ王石柱には獅子が載っている。アショーカ王石柱はペルシア王宮の梁受けの柱よ
りはエジプトのノモスのスタンダードに近い。
　エジプト王墓には巨大な木造船が伴葬されている。古代は現在よりも砂漠化していな
かったことは事実であるが王によって成し得た特権であろう。木棺に開しても同じことが
いえる。木棺を用いない獣皮で巻いた遺体を埋葬した集合墓を見れば察しがつく。一般民
衆は木の柱を入手できない場合は，ナイル川の岸辺に生える葦を刈り取り，それを束ねて
長さを4メートルほどに伸ばした。2メートルほどの茎を束ね合わせて伸ばすのである
が，真ん中の胴が膨らみ上下がやや細くなる。シュメル時代も詞じであったに違いない。
川岸の葦は太さ5－6ミリのものから2－3センチのものまで各種のものがあり，これで
陸屋根を葺いて泥を塗りつけると当分は持った。日干しレンガを積んで四周を囲い，大黒
柱として掘っ立て柱が屋根を支えたが，柱の上部はやや細く優雅に見えた。下部は地中に
隠れた。日常の漁携用の平底舟は現在もつくられる。山羊皮を貼りチャンを塗って防水す
る。葦の茎を束み合わせて竜骨をつくる技術も持っていた。シュメル人が外洋船をつくり
えたかどうかは分からないが，葦束の柱はつくりえたことはいいうるであろう。B本人の
人口に縢表したことばにエンタシスがある。この胴張りは現在は専門の建築学をやった人
たちの間ではギリシァと日本の間には伝播関係がないというのが定説らしい。中には閣係
がないことを証明したかのように主張する人もある。関係がなかったことを証明するの
は，関係があったことを証明するよりはるかに難しい。ギリシアのドリス式柱身のエンタ
シスは顕著である。近隣のイオニア式のそれは僅少である。イランのペルセポリス富殿の
石柱は，クセルクセス大王のハレムのようにわずかなエンタシスを持つものもあるが大半
は直線的である。碑文によると，石柱はイオニアの工人の手になるとあるのでうなづける
（離出，ダリウス・スーサ碑文f）。石柱には，ギリシアの柱と同じように柱の周囲に何十
本もの半円形の直線の溝が刻まれている。この溝の束は古代の葦東の凹凸を文様化したも
のと考えられる。アシfi・’一力王柱も僅かなエンタシスを保持する。柱身には溝がない。前
4世紀後半のアレクサンダー大王による東征でペルシア帝国は滅亡するが，前3世紀のア
ショーカ三Eのインドに柱の様式は達していた。エンタシス柱の発進地はシュメル地方であ
るので，シュメルの思想がインドに達したのかも知れない。そうだとすると，アレクサン
ダーがもたらしたヘレニズムより以前にインドにそれは達しており，ガンダーラとは関係
がなくなる。最近，小林登志子llシュメルー人類最古の文明』（中公萩書，2005年）が出
た。本書に寄せられた三笠宮崇仁「はしがき」にあるように．日本入が書いたメソポタミ
ア文明の本はいくつもあるが，シュメル文明だけを単独に扱った本は珍しい。戦前はヨー
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ロッパ文明の源泉はギリシア・ローマと慰われていたが，今ではシュメル文明こそが真の
源泉だったことが分かってきた。しかもそのシュメル文明は西方ばかりでなく，東方にも
伝播し，シルクロードを経て日本にも到達し，シュメル人が残したデザインのモティーフ
が，正倉院の宝物の中にも見られる。なお岡書，94頁にウルク市の王の円筒印章の印影図
がのっている。図にある神殿の前の2本の柱は木柱ではなく，葦東を4か所で縛って長く
したものである。
　法隆寺のエンタシスがギリシア渡来であるという100年来の説に対して現代の国立大挙
の建築学科で学んだ人はおとぎ話だといって椰楡する。法隆寺のエンタシス柱が見られる
西院より100年後に建立された唐招提寺は鑑真の一行と共に来Bした如法の設計になるも
のである。如法に関しては以前続と再生』（人文書院，1982年）の中で論じたことがあ
るが，ニヤーパーヴというペルシア人で，E本古代史に残る唯一のエイヴァーン様式をも
たらした設計者である。前述したように，南がわの軒を長く出して深くテラスを設置する
ことによって，奥に設けた部屋に真夏の炎熱が射し込むのを避けることができ，冬の日射
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしず
しを部屋に入れることができる。真夏にはペルシァン・ブラインドと英語で呼ばれる葦管
　
llttt
や簾が粥いられる。これらの葦製晶はシュメル時代以来屋根を葺く際にも用いられた。エ
イヴァーン様式は中央アジアを経て長安に入り，さらに東方，南方に広がった。エイ
ヴァーンの柱にはもう馬や牛の供犠とは関係はなくなったがエンタシスは日本にも渡来し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうべん
ている。鑑真も聖武太上天皇に授戒するなど東大奪創建に関っているが，良弁の弟子であ
る実患が工月堂を建立したのを如法と共に目の当たりにしたであろう。2度も火災で焼失
し，建て直された現在の堂の前面の歩廊は柱が立ったエイヴァーン様式ではない。二月堂
建立の100年前，飛鳥の酒船石遺跡に岡じような建造物が建てられた。こちらは当時渡来
したペルシア人によって建てられた水の神の崇拝施設であることを以前論じたことがあ
る。酒船石のある場所にテラスを設け，エンタシス柱が立てられたかどうか，今では知る
由もない。東大寺二月堂にも飛鳥酒船石遺跡にも馬の供犠の痕跡はないようである。
　以上でアマテラスとスサノヲと天の斑駒の逆剥ぎの皮のB本神話を分析した。アマテラ
ス神話はギリシァ神話のデメテル神話と類似しているという專門家らの有力な説がある。
吉温敦彦はいう。穀物神であり地母神であるデメテル女神は，欲情を燃やして近づいてく
る弗のポセイドンに気づき，とっさに牝馬に変身して馬の群れに交じって草を食んでい
た。ポセイドンはすかさず牡罵に変身してデメテルを犯した。デメテルは密儀の主神であ
る娘神と1匹の駿馬を生んだ。デメテルはポセイドンの乱暴に怒り山中の洞穴に閉じ籠っ
たので作物が育たなくなった。困惑したゼウスは運命の女神らを遣わしてデメテルを洞穴
から連れ出させた。このコンテキストではないが，別のデメテル神話では，娘ペルセポネ
を冥府の王ハデスに拉致されたデメテルは入聞の姿に変身しエレウシスにたどり藩き，そ
この王の客人となる。デメテルは悲しみの余り，出された食物に手をつけなかった。これ
に業を煮やしたバウボという女性が自分の性器をデメテルに示したのでデメテルは失笑
し，食物に手を触れた，とある。吉賑はバシュ，松本信広，三品彰英，大林太良の学説を
挙げる（解アマテラスの原f纐青土社，1980年，70－2頁，継界の始まりの物語』大和書
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房，1994年，78－87頁）。
　これらの神話の要素に日本神話の要素が対応するのは著者のいう通りである。ポセイド
ンの暴力とスサノヲの暴力を対応させ，弟が姉を暴行して死に到らしめたと解くが，日本
神話はスサノヲの性的暴行を述べない。逆剥ぎのまだらの馬の皮をアマテラスに被せて再
生の準備をさせる。馬と太陽神のユーラシア的な背景は上来述べた所であるが，ギリシァ
神話にはこれがない。デメテルとポセイドンの交合は，馬の皮を被せられたデメテルが元
の姿であり，文芸化したのがギリシア神話となった薪しい形である。デメテルはハデスに
拉致されたペルセポネと馬を生む。デメテルはアマテラス（オホヒルメ）であり，ペルセ
ポネはワカヒルメである。オホヒルメもワカヒルメも稜で陰を傷つけて死ぬ。ギリシア神
話では稜はポセイドンの男根と対応する。男根の象徴は日本神話では竣，小枝，箸，矢な
どの象徴で表わされ，男根そのものが表現されることはない。馬の皮を被り，陰を稜で突
いて死んだアマテラスはトーテムの世界で子を生む。デメテルはポセイドンに犯されて馬
も生んでいる。この馬はポセイドンの子で1対の馬の片われで，2匹の馬の供犠のうちの
1つがこのような形で表わされたのだと思う。ギリシア神話は一見古いように見えるが，
かなり変容している。この仔馬は日本神話のワカヒルメの他我である馬で，死せる母から
生まれ出る若い力を持った仔馬で，ポセイドンは母デメテルの他我ということになる。文
化史の型では，オイディプス神話に見られるように，年をとった母は若い息子と結ばれる
のが原型である。ギリシァ神話にはまだら表象もないし，2匹の馬の供犠もない。ローマ
の馬と太陽の文化に類するものもない。吉田，前掲2書では，ギリシア神話はイラン系の
騎馬遊牧民であるスキュタイ入によって西から東に運ばれたとする大林太良の説を援矯
し，現在カフカス地方のオセット人の問に伝わる神話が媒介になった神話の子孫であると
する。比較の方法としては正しいが，臼本神話における要素の複合は，ギリシアとの直接
の交流を立証するものではない。日本とギリシアの中間のある地点から東灘薦方向にアマ
テラス＝デメテル神話の原型が広まり，ギリシアに伝わったものが改薪を重ねたのかも知
れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005．12．1受理）
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